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地域の競争力強化に向けた技術開発のねらい：

近年のイチゴ生産では、増収・高品質化を目的として、冬～春先にハウス内の CO2 濃度を高めて光合

成を促進させる CO2 施用技術が全国的に拡大しています。これらの施用法は、タイマー制御や濃度制御

が一般的であり、日射量によって変動する光合成とは関係なく実施されているのがほとんどであり、施

用の無駄やムラの解消による燃費改善技術の開発が求められています。そこで、増収と低燃費の両立を

ねらいとして、光合成促進に効果的なタイミングで葉近傍のみに CO2 を施用する適時局所 CO2 施用技術

を開発しました。

開発技術の特性と効果：

本技術は、ハウス内の光量ならびに CO2 濃度から光合成速度を評価し、光合成促進に効果的なタイミ

ング時に CO2 施用を葉近傍のみに行って増収と低燃費を実現する適時局所環境調節技術です。具体的に

は、イチゴ群落内の株元に CO2 施用チューブを配管し、イチゴ光合成曲線に基づき高 CO2 濃度環境下で

の光合成促進効果が高くなる約 150 μ molm-2s-1 以上の光量下でのみ CO2 の施用を行う方法です（図１）。

 	  

図２に CO2 施用方法の違いが可販果収量に与える影響を示します。光量が 150 μ molm-2s-1 以上の時

にだけ 800ppm の濃度で制御する適時 CO2 施用は、可販果収量の増加において常時 CO2 施用（日中に

800ppm の濃度制御）と同程度かそれ以上の効果を有することがわかります。

開発技術の経済性： 

図３に 3.3a 規模のハウスにおける常時および適時 CO2 施用下での灯油使用量の比較結果を示しまし

た。適時 CO2 施用 1 作当たりの灯油使用量は、常時 CO2 施用の場合に比べて約 20％削減可能です。表 1

に示す 10a 当たりの収益性からも適時 CO2 施用により収益性の改善が図られることが確認できます。
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図１ 適時 CO2施用の方法 

 

図２に CO2施用方法の違いが可販果収量に与える影響を示します。光量が 150μmolm-2s-1以上の時に

だけ 800ppmの濃度で制御する適時 CO2施用は、可販果収量の増加において常時 CO2施用（日中に 800ppm

の濃度制御）と同程度かそれ以上の効果を有することがわかります。 

 

開発技術の経済性：  
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こんな経営、こんな地域におすすめ：

開発した適時局所 CO2 施用技術は、中小規模園芸栽培施設で地域に関係なく導入できる技術です。

CO2 発生装置を所有している場合、下記の「技術導入にあたっての留意点」に記載された制御盤を新た

に導入するだけで、増収効果をあまり下げることなく、燃費を 2割程度抑えることが可能となります。

技術導入にあたっての留意点：

適時 CO2 施用技術の導入には、以下の仕様を持った専用の制御盤が必要となります（詳細につきまし

ては、以下の連絡先にお問い合わせ下さい）。

１．タイマー制御、濃度制御、日射量と連動したCO2施用

２．天窓・側窓の開時やハウス高温時にCO2施用を停止可能なリミット制御機能
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図２ 無処理、常時 CO2施用下および適時 CO2施用下における可販果収量 

 

 
図３ 灯油使用量の比較 

 

表１ 適時 CO2施用下での収益性の試算 
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